
巻
一
六
ノ
七
を
取
り

品
の
様
相
を
知
る
た

し
、
視
点
の
内
容
毎

の
場
合
と
対
照
し
て

華
験
記
、
扶
桑
略
記

て
い
る
。
巻
一
六
を

的
な
出
典
に
よ
る
と

一

物
語
文
に
お
け
る

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、

つ
い
て
分
類
案
を
示

説
の
「
羅
生
門
」
を

今
昔
物
語

今
昔

上
げ
、
解
析
例
を
示
し
て
お
い
た
。
本

め
に
、
今
昔
物
語
集
巻
一
六
の
全
話
を

に
見
ら
れ
た
特
徴
的
な
文
末
形
式
を
整

お
く
。
巻
十
六
に
は
、
漢
文
の
出
典

）
に
よ
る
二
一
話
と
、
出
典
未
詳
の
一

取
り
上
げ
る
の
は
、
漢
文
を
典
拠
と
す

推
測
さ
れ
る
出
典
未
詳
話
と
を
分
け
て

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
語
り
手
の
視
点
は
文
末
表
現

拙
稿
（
二
〇
〇
三
）
に
お
い
て
物
語
文

し
、
拙
稿
（
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）

取
り
上
げ
、
拙
稿
（
二
〇
〇
五
）
に
お

集
の
視
点
と
文
末
形
式

物
語
集
の
視
点
と
文
末

｜
｜
巻
十
六
を
例
と
し
て
｜
｜

稿
で
は
、
古
典
作

対
象
と
し
て
調
査

理
し
、
現
代
小
説

（
日
本
霊
異
記
と
法

八
話
と
か
ら
な
っ

る
場
合
と
、
和
文

文
末
表
現
の
傾
向

現現人人
完
全

語
り

こ
れ
ら
は
物

に
顕
著
に
表
れ
る
。

に
現
れ
る
視
点
に

に
お
い
て
現
代
小

い
て
今
昔
物
語
集

を
比
較
し
、

る
と
考
え
る

筆
者
の
視

〇
二
）
に
お

す
と
と
も
に

物
語

形
式

場
接
近
視
点
（
迫
真
的
描
写
）

場
接
近
視
点
（
説
明
的
表
現
）

物
共
感
視
点
（
視
覚
・
聴
覚
）

物
共
感
視
点
（
感
覚
・
思
考
）

同
化
視
点
（
直
接
話
法
に
よ
る
会
話
）

手
の
視
点
（
批
評
・
解
説
・
草
子
地
）

語
世
界
へ
の
関
与
し
て
い
る
か
ど
う
か

両
者
に
お
け
る
共
通
点
・
相
違
点
を
確

た
め
で
あ
る
。

点
内
容
に
よ
る
分
類
の
詳
細
な
説
明
に

い
て
述
べ
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
次
の

、
分
類
の
図
を
次
に
示
し
て
お
く
。

俯
瞰
視
点
（
物
語
の
筋
の
叙
述
）

三

藤

井

で
、
物
語
構
築
に
関
わ
ら

認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

つ
い
て
は
、
拙
稿
（
二
〇

よ
う
な
簡
略
な
呼
称
で
示

一
二

俊

博



今
昔
物
語

的
な
時
間
の
展
開
に

の
が
通
常
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

の
様
子
を
迫
真
的
に

間
の
流
れ
を
捉
え
て

な
い

と
、
物
語
構

い
て
は
、
人
物
視
点

方
に
よ
っ
て
さ
ら
に

る
と
と
も
に
、

は
語
り
手
の
俯

表
現
を

い
で
読
む

集
の
視
点
と
文
末
形
式

比
べ
て
緊
密
度
が
低
く
、
時
間
的
に
大

は
、
語
り
手
が
視
点
を
物
語
の
内
部

描
く
も
の
で
あ
る
。

が
話
の
主
筋
的

描
写
す
る
の
に
対
し
、

の
文
が
並

築
に
関
わ
る

に
大
き
く
分
け
ら

と
の
関
わ
り
、
語
り
手
の
視
点
の
在
り

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
次

の
内
容
を
現
代
小
説
の
場
合
に
即
し

瞰
的
な
視
点
か
ら
話
の
主
筋
を
描
く
も

と
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
事
柄
の
時
間
的

き
な
間
隔
が
あ
る

に
止
め
て
、
現
場

内
容
を
大
き
な
時

ん
だ
表
現
は
現
場

を
採
っ
て
い

は
、

状
況
や
関
係

「
名
詞
＋
あ
る

る
」
や
静
的

れ
る
。
後
者
に
つ

方
、
内
容
の
描
き

の
よ
う
に
図
示
す

て
説
明
し
て
お
く
。

の
で
あ
る
。

の

な
間
隔
は
、
現
実

の
動
的
な
様

る
も
の
に
な

り
手
の
視
点

を
緊
密
に
描

な
く
、
連
続

採
っ
て
い
て

三

て
も
緩
や
か
な
時
間
の
流
れ
を
描
く
こ

主
筋
の
展
開
す
る
時
間
を
止
め
て
、
そ

・
背
景
を
詳
細
に
説
明
す
る
も
の
で
あ

・
い
る
」、
状
況
を
動
的
に
説
明
す
る

に
説
明
す
る
「
動
詞
＋
な
い
」「
形
容

子
を
現
実
の
時
間
の
進
行
に
近
い
緊
密

る
。

と

は
「
た
」
を
採
る
か
採

に
戻
る
か
戻
ら
な
い
か
と
い
う
点
で
差

く
か
描
か
な
い
か
と
い
う
点
は
決
定
的

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
す
な

も
緊
密
な
時
間
の
流
れ
の
描
写
も
あ
り

一
三

と
も
あ
り
得
る
。

の
時
点
に
お
け
る
存
在
・

る
。
物
事
の
存
在
を
表
す

「
動
詞
＋
て
い
る
・
て
あ

詞
・
形
容
動
詞
」、
事
物
の

な
展
開
に
よ
っ
て
描
写
す

ら
な
い
か
、
す
な
わ
ち
語

は
あ
る
が
、
動
的
な
様
子

に
区
別
で
き
る
も
の
で
は

わ
ち
、「
た
」
を
文
末
に

得
る
し
、「
動
詞
終
止
形
」

物
語
の

視
点

物
語
世
界
を
造
ら
な

着
眼
点
（
物
語
世
界
へ
の
関
与

物
語
世
界
を
造
る
視

い
視 ）点

《
物
語
に
お
け
る
視
点
の
分
類
》

点

人
物
視
点
が
関
わ
る
視
点

人人語

（
人
物
視
点
と
の
関
わ
り
）

（

語
り
手
単
独
の
視
点

物物
物
の

物
の

り
手

語
り語

世
語
世

視視か 手界界
点
と
共
感
す
る
も
の

点
に
完
全
に
同
化
す
る
も
の

ら
聞
き
手
に
向
け
て
物
語
の
批
評
・

感
覚

の
視
点
の
在
り
方
）

（
内

を
遠
く
か
ら
見
る
も
の

の
近
く
で
見
る
も
の

主
筋

行
動

存
在

視
覚

解 思 容
のにを状聴

説 考 描関迫況覚
を
叙
述
す
る

語
り
手
の

に
入
り
描
く

人
物
共
感
視
点
（
感

完
全

き
方
）

わ
る
行
動
を
描
く

物
語

真
的
に
描
く

現
場

や
関
係
を
詳
細
に
説
明
を
す
る

現
場

に
入
り
描
く

人
物
共
感
視
点
（
視

視
点

覚
思

同
化

俯
瞰

接
近接

近
覚
聴（ 考視 視視視覚

） ）（

）

点（

）

点（

）

点（

）

点（

）

）（

）



わ
ら
ず
、
そ
れ
を
取

も
の
で
あ
る
。
い
わ

語
り
手
か
ら
聞
き
手

ら
な
い
場
合
を
典
型

も
あ
る
。
全
く
物
語

し
て
、
今
昔
物
語
集

は
類
話
の
宇
治
拾
遺

て
い
る
」
の
よ
う
な

に
解
釈
さ
れ
、「
見
る

は
直
接
話
法
の

部
分
だ
け
が
投
げ
出

れ
る
場
合
も
あ
り
、

は
、
観
念
的
な

解
説
な
ど
を
叙
述
す

今
昔
物
語

関
係
を
名
詞
述
語
で

語
で
説
明
す
る
「
動

・

は
、

で
あ
り
、
物
語
の
筋

る
」「
思
う
」
等
の
動

人
物
視
点
と
語
り
手

り
除
い
て
も
物
語
世
界
の
理
解
に
全
く

ゆ
る
「
は
さ
み
こ
み
」「
草
子
地
」
と

に
向
け
て
な
さ
れ
る
表
現
で
、
物
語
内

と
す
る
が
、
物
語
内
容
の
構
築
に
間
接

世
界
の
内
容
に
付
け
加
え
る
情
報
が
な

の
説
話
末
の
評
語
の
よ
う
な
も
の
が
挙

物
語
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
物

例
も
多
く
、「
見
る
と

て
い
る
〈
と

」
を
述
語
と
す
る
も
の
と
同
列
に
扱

会
話
部
分
で
あ
り
、
語
り
手
の
視
点
は

さ
れ
て
一
文
に
な
る
場
合
も
あ
る
が
、

そ
の
場
合
は
、
地
の
文
の
文
末
に
よ
っ

語
り
手
の
立
場
か
ら
観
念
的
な
聞
き
手

る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
物
語
世
界

集
の
視
点
と
文
末
形
式

説
明
す
る
「
名
詞
＋
で
あ
る
」、
事
物

詞
＋
の
で
あ
る
」
が
あ
る
。

「
見
る
・
聞
く
」「
感
じ
る
・
思
う
」
等

を
人
物
視
点
と
共
感
し
な
が
ら
述
べ

詞
に

の
「
て
い
る
」「
の
で
あ
る

の
視
点
が
二
重
化
し
て
い
る
場
合
で

マ
イ
ナ
ス
の
な
い

言
わ
れ
る
も
の
は
、

容
の
構
築
に
関
わ

的
に
関
わ
る
場
合

い
明
確
な
も
の
と

げ
ら
れ
る
。
こ
れ

語
世
界
の
枠
外
の

「
名
詞

「
名
詞

こ
の
他
に
、

付
さ
れ
た
も

「
形
容

＋
け
り

「
動
詞

見
え
る
」
の
よ
う

う
こ
と
が
で
き
る
。

零
に
な
る
。

の

地
の
文
に
包
摂
さ

て
分
類
す
る
。

に
向
け
て
批
評
・

の
構
築
に
直
接
関

「
動
詞

「
動
詞

「
動
詞

「
動
詞

「
動
詞

ま
た
、
名
詞

「
名
詞

の
背
景
を
動
詞
述

を
述
語
と
す
る
文

る
形
で
あ
る
。「
見

」
が
付
く
場
合
は

あ
る
。「
見
る
と

情
報
を
述
べ

次
に
、
右

物
語
の
基
本

ま
ず
、
動

＋
な
り
」（
現
在
形
）、「
名
詞
＋
な
り

＋
な
し
」（
現
在
形
）、「
名
詞
＋
な
か

形
容
詞
・
形
容
動
詞
を
中
核
と
し
た
も

の
が
見
ら
れ
る
。

詞
」「
形
容
動
詞
」（
現
在
形
）、「
形
容

」（
過
去
形
）

＋
べ
し
」「
動
詞
＋
む
」「
動
詞
＋
け
む

」（
現
在
形
）、「
動
詞
＋
け
り
」（
過
去

＋
つ
・
ぬ
」（
現
在
形
）、「
動
詞
＋
て
け

＋
た
り
」（
現
在
形
）、「
動
詞
＋
た
り

＋
な
り
」（
現
在
形
）、「
動
詞
＋
な
り

＋
ず
」（
現
在
形
）、「
動
詞
＋
ざ
り
け

を
述
語
の
中
核
と
す
る
も
の
は
、

＋
あ
り
」（
現
在
形
）、「
名
詞
＋
あ
り 三

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

二

文
末
形
式
の
概
要

の
よ
う
な
現
代
小
説
の
表
現
に
対
応
す

的
な
文
末
形
式
を
記
述
す
る
。

詞
を
中
核
と
し
た
も
の
と
し
て
、
次
のけ

り
」（
過
去
形
）

り
け
り
」（
過
去
形
）

の
や
、
推
量
の
助
動
詞
の

詞
＋
け
り
」「
形
容
動
詞

」 形
）

り
・
に
け
り
」（
過
去
形
）

け
り
」（
過
去
形
）

け
り
」（
過
去
形
）

り
」（
過
去
形
）

け
り
」（
過
去
形
）

一
四

。る
も
の
と
し
て
、
古
典
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。



今
昔
物
語

去
形
・
現

る
。）

述
語
に
「

来
る
場
合

形
、

の

（

「
動

詞
＋
ず
」

＋
あ
り
」

容
詞
・
形

視
覚
・
聴

（

の
現
在

る
も
の
に

対
応
す
る
か
に
つ
い

「
動
詞
＋

（
動
詞
が

な
ら

「
動
詞
」（

（
動
詞
が

な
ら

こ
こ
で
、
こ
れ
ら

集
の
視
点
と
文
末
形
式

在
形
を
採
り
「
視
覚
・
聴
覚
」
の
内
容

感
情
・
思
考
の
形
容
詞
」「
感
情
・
思

が
当
て
は
ま
る
。（
文
末
形
式
に

現
在
形
を
採
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た

詞
＋
た
り
」（
存
在
継
続
）

「
動
詞

（
否
定
的
状
態
）

「
名
詞
＋
な
り
」

（
存
在
）

「
名
詞
＋
な
し
」（
非
存
在

容
動
詞
」（
状
態
）
の
現
在
形
と
過
去

覚
に
関
わ
る
動
詞
が
用
い
ら
れ
た
場
合

形
と
過
去
形
、
お
よ
び

の
現
在
形

加
え
て
、「
見
レ
バ
」
等
に
続
い
て

て
、
基
本
的
な
対
応
関
係
を
示
し
て
お

け
り
」

「
動
詞
＋
て
け
り
・
に
け
り

「
視
覚
・
聴
覚
」
の
内
容
な
ら

に

で
扱
う
。「
あ
り
け
り
」
は

で
扱

現
在
形
）「
動
詞
＋
つ
・
ぬ
」（
現
在
形

「
視
覚
・
聴
覚
」
の
内
容
な
ら

に

で
扱
う
。）

の
基
本
的
な
文
末
形
式
に
つ
い
て
、
視

を
表
す
場
合
が
あ

考
の
動
詞
」
な
ど

の
現
在
形
・
過
去

、
こ
れ
ら
を

事
无
限

強
調
し

三
、る

。「
不

（
七
話
）

＋
な
り
」

「
動

（
断
定
）

「
名
詞

の
状
態
）

「
形

形
が
当
て
は
ま
る
。

が
当
て
は
ま
る
。

を
文
末
形
式
に
採

の
過

し
な
い

が
多
い

と
見
て

二
、で

は
感

あ
る
。

の
よ
う

く
。

」
が
当
て
は
ま
る
。

、「
感
情
・
思
考
」

う
。）

）
が
当
て
は
ま
る
。

、「
感
情
・
思
考
」

直
接しなを

次
に
、
巻

の
点
を
次
に

一
、

と

点
の
ど
の
分
類
に

「
事

三

シ
」「
怖
シ
キ
事
无
限
シ
」「
喜
キ
事
无

た
と
解
せ
る
も
の
は

に
入
れ
て
お

・

に
関
わ
る
類
例
と
し
て
「
无
シ

貴
ズ
ト
言
フ
事
无
シ
」（
六
話
）「
貴

「
恨
ミ
申
ス
ヨ
リ
外
ノ
事
无
シ
」（
三

。
会
話
文
の
引
用
で
は
「
云
ク
『

』

が
、
こ
の
よ
う
な
「
ト
。」
で
終
止
す

、
本
稿
で
は

に
入
れ
て
扱
う
こ
と

に
関
わ
る
形
式
と
し
て
あ
げ
た
「
事
无

情
を
表
す
動
詞
・
形
容
詞
に
付
い
て
強

「
騒
グ
事
无
限
シ
」「
泣
ク
事
无
限
シ
」

な
動
作
・
状
態
を
強
調
し
た
例
は

話
法
の
会
話
部
分
が
当
て
は
ま
る
が
、

型
の
会
話
文
は
存
在
し
な
い
た
め
、
用

ど
の
よ
う
な
形
式
を
は
じ
め
と
す
る
語

表
す
助
詞
・
助
動
詞
を
採
る
文
が
当
て

一
六
の
表
現
を
記
述
す
る
の
に
際
し
て

記
し
て
お
く
。

し
て
会
話
文
の
み
か
ら
成
る
文
は
今
昔

无
限
シ
」
な
ど
の
形
式
で
承
け
る
場

一
五

限
シ
」
の
よ
う
に
感
情
を

い
た
。

」
を
含
む
述
語
形
式
が
あ

ビ
不
悲
ズ
ト
云
フ
事
无
シ
」

一
話
）
の
よ
う
に
感
情
表

ト
。」
で
終
止
す
る
場
合

る
文
を
「
ト
云
フ
」
の
略

に
す
る
。

限
シ
」
も
、
今
昔
物
語
集

調
す
る
特
徴
的
な
形
式
で

「
光
リ
輝
ク
事
无
限
シ
」

に
入
れ
た
が
、「
心
細
キ

今
昔
物
語
集
で
は
投
げ
出

例
数
は
零
に
な
る
。

り
手
の
立
場
か
ら
の
判
断

は
ま
る
。

具
体
的
に
留
意
し
た
細
部

物
語
集
に
お
い
て
は
存
在

合
も
含
め
る
。）



今
昔
物
語
集
の
視
点
と
文
末
形
式

三
一
六

動
詞
＋
り

動
詞
＋
る
な
り

動
詞
＋
つ

動
詞
＋
ぬ 文

末
形
式

動
詞
＋
た
り

動
詞
＋
た
る

（
表
二
）
漢
文
の
出
典
の
あ
る
話
（「
け

３ １
り

名
詞
＋
あ
り
け
る

名
詞
＋
な
か
り
け
り

合
計

動
詞
＋
た
り
け
る

動
詞
＋
に
け
り

動
詞
＋
な
り
け
り

名
詞
＋
あ
り
け
り

８

動
詞
＋
た
り
け
り

０

動
詞
＋
け
り

動
詞
＋
け
る

動
詞
＋
け
む

動
詞
＋
ざ
り
け
り

（
表
一
）
漢
文
の
出
典
の
あ
る
話

文
末
形
式

３ （「
け
り

２

２

１

３

４

７

１

」
を
含
ま
な
い
形
成
）

７１ 合１

１５

１

５

０

１１

４ １

１

１５ １８２ １

１

６

１

」
を
含
む
形
成
）

１２

４２１ 合
計 計

合
計

名
詞
＋
に
て
あ
り

名
詞
＋
あ
り

名
詞
＋
な
し

とと
や

会
話

０

名
詞

名
詞
＋
な
り

１

形
容
動
詞

形
容
詞
命
令
形

形
容
詞
＋
な
り

形
容
詞
（
か
た
し
）

形
容
詞
（
な
ら
び
な
し

形
容
詞（
こ
と
か
ぎ
り
な

ご
と
し

）し
）

動
詞
終
止
形

形
容
詞
終
止
形

動
詞
＋
ず

動
詞
＋
べ
し

動
詞
＋
じ

１

１

４５７

１

０

３

１

３

６

５１ １

１

２１７４

１ １２

４

５

８

１

１

３

２ １２２１４ ２

５

４

１

２ ４１

５１



今
昔
物
語
集
の
視
点
と
文
末
形
式

三
一
七

な
り
け
り

合
計

形
容
詞
＋
け
り

名
詞
＋
あ
り
け
り

名
詞
＋
あ
り
け
る

名
詞
＋
な
か
り
け
り

名
詞
＋
な
り
け
り

名
詞
＋
に
て
あ
り
け
る

動
詞
＋
な
り
け
り

０

動
詞
＋
に
け
る
な
り
け
り

動
詞
＋
ざ
り
け
り

動
詞
＋
た
り
け
り

動
詞
＋
た
り
け
る

動
詞
＋
た
る
な
り
け
り

動
詞
＋
て
け
り

動
詞
＋
に
け
り

動
詞
＋
に
け
れ

１７１

動
詞
＋
け
る
な
り
け
り

動
詞
＋
け
む

動
詞
＋
け
め

（
表
三
）
出
典
の
未
詳
の
話
（「
け

文
末
形
式

動
詞
＋
け
り

動
詞
＋
け
る

り
」

５

を

６

０

１

２

４９

１

３

２

１

４ １

３

５

１５５１ ８

１

４ １２２ １

１４ １３２７１ １

含
む
形
成
）

５

３

１１ １

１１ 合９ 計

形
容
詞（
こ
と
か
ぎ
り
な

ご
と
し

動
詞
終
止
形

動
詞
＋
し
む

動
詞
＋
な
り

形
容
詞
終
止
形

形
容
詞
連
体
形

形
容
詞
（
か
た
し
）

し
）

動
詞
＋
ず

１ １

動
詞
＋
べ
し

動
詞
＋
ま
し

動
詞
＋
ぬ

動
詞
＋
む

動
詞
＋
む
や

動
詞
＋
む
や
は

動
詞
＋
め
り

動
詞
＋
り

動
詞
＋
つ

１

動
詞
＋
た
り

動
詞
＋
た
る
な
り

（
表
四
）
出
典
の
未
詳
の

文
末
形
式

動
詞
＋
け
る
な
り

動
詞
＋
け
る
に
や

話
（「
け

１１

り
」
を

５２

９

２

４

２

５

１１

１ １

８

６

６

２

３ １１１１

２

１１

１

２ １１１

１

７

１

２１ １１１２ ８

６

含
ま
な
い
形
成
）

２

１ １

１ 合２１ 計



モ
不
見
エ
ズ
、

ル
、
今
年
ハ
樔

七
話
）「
捜
リ
求

話
）
な
ど
の
よ

し
た
。

四
、
説
話
末
の
「

現
の
中
に
は
「

現
を
強
調
し
て

今
昔
物
語船

モ
无
シ
」（
一
話
）「
見
ル
ニ
、
何
シ

食
タ
ル
跡
モ
无
シ
」（
六
話
）「
尋
ヌ

ル
ニ
、
无
シ
」（
三
五
話
）「
見
ル
ニ

う
に
、
人
物
視
点
に
よ
る
と
解
釈
で
き

ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と

け
り
」
を
含
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で

い
る
と
解
釈
で
き
る
も
の
も

と

集
の
視
点
と
文
末
形
式

ニ
カ
ハ
有
ラ
ム
ズ

ル
ニ
モ
无
シ
」（
一

妻
无
シ
」（
三
八

る
も
の
は

と

い
う
定
型
的
な
表

は
、
文
末
の
「
ト

本
稿
で
は
漢

記
』
巻
上
ノ

読
点
は
日
本

（
１
）、
物
語

（
主
た
る

は
、
現

を
進
め
る
も

し
、「
見
ル
ニ
、
翁

前
節
で
整

ら
れ
る
も
の

で
次
に
、
現

を
整
理
す
る

出
典
の
見
ら

拙
稿
（
二
〇

ヤ
」
を

こ
れ
ら
を

式
）・
表
二

の
未
詳
の
話

い
形
式
。
た

文
説
話
を
出
典
と
し
た
巻
一
六
ノ
第
二

一
七
）
を
例
と
し
て
挙
げ
て
特
色
を
見

古
典
文
学
大
系
に
従
う
。

俯
瞰
視
点
（
物
語
の
筋
の
叙
述
）

文
末
形
式
）「
動
詞
＋
け
り
」「
動
詞

代
小
説
で
は
過
去
形
の
「
た
」
に
よ
っ

の
で
あ
っ
た
。
今
昔
物
語
集
で
は
過
去

三

巻
一
六
に
お
け
る
文
末
形
式

理
し
た
各
視
点
毎
に
見
ら
れ
る
文
末
形

と
今
昔
物
語
集
な
ど
古
典
作
品
に
特
有

代
小
説
の
場
合
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

。
各
項
の
冒
頭
に
「
主
た
る
文
末
形
式

れ
る
も
の
と
見
ら
れ
な
い
も
の
に
共
通

〇
五
）
で
は
出
典
未
詳
話
を
例
と
し
た 三

「
と
い
う
こ
と
で
あ
る
よ
」
の
意
味
に

踏
ま
え
、
漢
文
の
出
典
の
あ
る
話
を
表

（「
け
り
」
を
含
ま
な
い
形
式
）
に
分
け

を
表
三
（「
け
り
」
を
含
む
形
式
）・
表

だ
し
「
け
る
な
り
」「
け
る
に
や
」
を

話
（
出
典
は
『
日
本
霊
異

て
い
く
。
本
文
お
よ
び
句

＋
に
け
り
・
て
け
り
」

て
事
件
の
展
開
部
の
主
筋

形
の
「
け
り
」
が
こ
れ
に

の
様
相

式
に
は
、
現
代
小
説
に
見

の
も
の
と
が
あ
る
。
そ
こ

ら
、
視
点
毎
に
文
末
形
式

」
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、

す
る
形
式
で
あ
る
。
な
お
、

解
析
例
を
示
し
た
の
で
、

一
八

解
し
、

に
分
類
し
た
。

一
（「
け
り
」
を
含
む
形

て
示
し
、
同
様
に
、
出
典

四
（「
け
り
」
を
含
ま
な

含
む
）
に
分
け
て
示
し
た
。

名
詞
＋
あ
り

名
詞
＋
あ
る

名
詞
＋
な
り

とと
ぞ

と
や

会
話

合
計

０

名
詞
＋
な
し

５

形
容
動
詞

名
詞
＋
な
る
な
り

名
詞
＋
に
て
あ
り

名
詞
＋
に
や
あ
ら
む

６

１

６

３

４１

０

２

２

１１５

２１２

１

２１２１



今
昔
物
語
集
の
視
点
と
文
末
形
式

人
物
の
身
の

ち
な
み
に
、

文
は
三
一
例

れ
に
対
し
て

三
例
で
あ
り

対
応
す
る
表

「
け
り
」
の
使

一
文
・

た
事
件
の
結

五
）
で
述
べ

三

上
を
解
説
的
に
述
べ
る
部
分
に
限
り

漢
文
説
話
を
出
典
と
す
る
二
一
話
中
で

で
あ
り
、「
に
け
り
」
で
終
止
す
る
文

、
出
典
未
詳
話
の
一
八
話
中
で
、「
け

、「
に
け
り
（
に
け
る
）」
で
終
止
す
る

現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
に
示
し

わ
れ
る
内
容
は
、
冒
頭
部
で
人
物
の

）
や
事
件
の
き
っ
か
け
に
な
る
文
（
第

末
の
部
分
（
第
一
五
文
・

）
に
用
い

た
よ
う
に
、
出
典
未
詳
の
第
七
話
で
は

一
九

「
け
り
」
を
用
い
て
い
る
。

、「
け
り
」
で
終
止
す
る

は
八
例
の
み
で
あ
る
。
こ

り
」
で
終
止
す
る
文
は
三

文
は
二
一
例
に
の
ぼ
り
、

た
第
二
話
の
場
合
で
は
、

身
の
上
を
示
す
部
分
（
第

二
文
・

）
で
あ
り
、
ま

て
い
る
。
拙
稿
（
二
〇
〇

、
展
開
部
に
お
い
て
も
、

（
８
）

ナ
ル
松
ノ
木
ヲ
伐
テ

出
デ
ゝ
、
人
不
通
ヌ

ニ
テ
死
ナ
ム
ヨ
リ
ハ

ツ
。

（
９
）

此
ニ
乗
テ
、
此
ノ
観

テ
、
泣
々
ク
念
ジ
奉

（

）

国
ノ
人
、
後
ロ
ヲ
疑

（

）

而
ル
間
、
自
然
ラ
、

筑
紫
ニ
吹
キ
着
タ
リ

、
此

海
也

」
ト

音
ノ

ル
事

フ
事

西
ノ

。

八
人
同
ク
議
シ
テ

邉
リ
ニ
多
ノ
木
有
リ構

ヘ 。
謀

レト議像无无風

（
４
）

此
ノ
国
ノ
人
、
八
人

（
５
）

一
ノ
洲
ニ
籠
メ
置
タ

（
６
）

今
ハ
本
朝
ニ
返
ラ
ム

ル
程
ニ
、
其
ノ
所
ニ

（
７
）

八
人
、
同
ク
此
レ

切
ノ
衆
生
ノ
願
ヲ
満

有
キ
事
也
ト
云
フ
ト

メ
給
ヘ
」
ト
泣
々
ク

皆
可
逃
キ
様
无
ク
、

、
同

レ
バ

事
望

シ
テ

ヲ
喜給

フ
モ
、

申
シ

人
皆

被
取
テ
、
唐
ニ
将
行
ヌ
。

ク、ミ観
テ

事慈テ有

（
巻
一
六
ノ
第
二
話
の
解
析
例
）

（
１
）

今
昔
、

天
皇

ニ
、
越
智
ノ
直
ト
云

（
２
）

百
済
国
ノ
破
ケ
ル
時

ス
中
ニ
、
此
ノ
直
ヲ

（
３
）

直
、
彼
ノ
國
ニ
至
テ ノ

御
フ
者

、
彼

遣
シ

助
ケ

代有ノケム
ヲ
船
ノ
形
ニ
刻
テ
、
其
レ
ニ
乗
テ

云
フ
ト
モ
、
只
海
ノ
中
ニ
シ
テ
死

シ
テ
、
八
人
シ
テ
此
ノ
木
ヲ
伐
テ

ヲ
船
ノ
内
ニ
安
置
シ
奉
テ
、
各
、

限
シ
。

ク
シ
テ
此
レ
ヲ
不
知
ズ
。

出
来
テ
、
船
ヲ
、
箭
ヲ
射
ガ
如
ク

蜜
ニ

ナ
ム

忽
ニ

願
ヲ

直
シ

ル
様
、「
蜜
ニ
此
ノ
後
ロ
ノ
海
ノ
辺
ニ
有
ル此。刻発ク

有
リ
。

同
ジ
所
ニ
八
人
有
テ
、
泣
キ
悲
ム

絶
タ
ル
事
ナ
レ
バ
、
各
、
父
母
・

音
ノ
像
一
躯
ヲ
見
付
奉
タ
リ
。

、
心
ヲ
発
シ
テ
念
ジ
奉
ル
様
、「
観

、
祖
ノ
子
ヲ
哀
ガ
如
シ
。
而
ニ
、

悲
ヲ
垂
給
テ
、
我
等
ヲ
助
テ
、
本

、
日
来
ヲ
過
ル
程
ニ
、
此
ノ
所
ハ

ル
方
也
、
只
後
ロ
ノ
方
、
深
キ
海

事
无

妻
子

音
ハ

此
レ

國
ニ

、
余

ニ
シ

限ヲ、、令方テ

ニ
、
伊
豫
ノ
国
、
越
智
ノ
郡
ノ
大

ケ
リ
。

国
ヲ
助
ケ
ム
ガ
為
ニ
、
公
ケ
、
数

リ
。

ト
為
ル
ニ
、
不
堪
ズ
シ
テ
、
唐
ノ

領
ガ

ノ
軍

方
ノ

先ヲ軍
ヲ此リシ、 大 シ

。
恋一難至ハ、 祖遣ニ

堂
ヲ
造
テ

（

）

而
ル
ニ
、

ク
、
郡
ヲ

（

）

其
ヨ
リ
後

奉
ル
事
不

（

）

其
ノ
後
、

事
ヲ
不
落

（

）

此
レ
ヲ
公

ム
ト
為
ル

此
ノ
観
音

公
ケ
、「
申

立
テ
、
堂

今
至
ル
マ

絶
ズ
。

公
ケ
、
此

ズ
具
ニ
申

ケ
聞
シ
食

ニ
、
越
智

（

）

各
、
家
ニ

有
様
ヲ
語
返
ヌ
レ
バ

テ
貴
ビ
ケ

ノ
像
ヲ

ス
ニ

ヲ
造
テ

デ
、
其

レ
ヲ
聞

ス
。

テ
、
哀

ノ
直

、
妻
子

リ
。

「
此
レ
偏
ニ
、
観
音
ノ
助
ケ

安
置
シ
奉
ラ
ム
」
ト
。

可
随
シ
」
ト
被
仰
下
ヌ
レ

、
其
観
音
ノ
像
ヲ
安
置
シ

ノ
子
孫
相
傳
ヘ
ツ
ゝ
、
此

食
シ
テ
、
事
ノ
有
様
ヲ
被

ビ
貴
ビ
給
テ
、
申
サ
ム
所

申
シ
テ
云
ク
、「
當
国
ニ
一

バ
、
直
、

奉
ケ
リ
。

ノ
観
音
ヲ

召
問
ル
ニ

ノ
事
ヲ
恩

ノ
郡
ヲ
立

此
レ
ヲ
見
テ
喜
ビ
合
ヘ
ル
事
无
限
シ

思
ノ

恭
敬

、
有

シ
給

テ
ゝ

、
事

給
フ
也
」
ト
思
テ
、
喜
ビ
乍
ラ
岸
ニ
下
テ

如シ シハ、 ノ 、



度
が
高
く
、
現
場
の

話
の
主
筋
を
進
め
る

面
の
展
開
を
表
現
す

て
話
の
筋
を
進
め
る

相
対
的
な
違
い
が
あ

こ
れ
に
対
し
今
昔

よ
う
に
、
ア
ス
ペ
ク

現
代
小
説
の
よ
う

べ
る
よ
う
に
、「
け
り

れ
ら
れ
て
い
る
点
に

（
２
）、

現
場
接

（
主
た
る
文
末
形

の
形
式
は
、

す
る
点
で
あ
る
。
現

今
昔
物
語

ま
た
、
出
典
未
詳
話

文
が
七
例
あ
る
。
漢

り
」
の
使
用
率
が
少

文
を
出
典
と
す
る
話

る
冒
頭
部
や
、
事
件

「
け
り
」
を
付
加
し
た実

際
の
時
間
の
流
れ
に
近
い
形
で
描
写

は
時
間
の
流
れ
が
緊
密
で
は
な
く
、

る
場
合
が
多
い
。
た
だ
し
、

と

点
で
共
通
し
て
お
り
、
た
だ
時
間
進
行

っ
た
の
で
あ
る
。

物
語
集
の

は
、
拙
稿
（
二
〇
〇
五

ト
助
動
詞
「
ぬ
」
を
用
い
る
場
合
は
時

な
「
た
」
に
よ
る
一
元
的
な
表
現
と
異

」
と
「
つ
」「
ぬ
」
と
が
話
の
中
で
二

特
色
が
あ
る
。

近
視
点
（
迫
真
的
描
写
）

式
）「
動
詞
終
止
形
」「
動
詞
＋
つ
」

現
場
に
接
近
し
た
視
点
を
保
っ
て
い
る

代
小
説
で
、

が
連
続
す
る
と
き
は

集
の
視
点
と
文
末
形
式

の
み
に
見
ら
れ
る
形
式
と
し
て
「
て
け

文
説
話
を
出
典
と
す
る
場
合
は
「
け
り

な
い
が
、
こ
れ
は
第
二
話
の
例
に
明
ら

に
お
い
て
、
人
物
の
背
景
や
事
件
の
き

の
結
末
や
後
日
談
的
な
内
容
を
述
べ

た
め
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
れ
る
の
に
対
し
、

比
較
的
大
き
な
場

と
は
時
間
を
追
っ

の
緊
密
度
の
点
に

）
で
も
指
摘
し
た

間
的
な
緊
密
度
が

の
「
け
り

間
軸
に
沿
っ

し
て
「
ぬ
」

強
ま
っ
て
い

近
し
た
視
線

筋
を
進
め
る

本
朝
世
俗

な
り
、
次
節
に
述

元
的
に
使
い
分
け

「
動
詞
＋
ぬ
」

点
が
、

と
相
違

時
間
進
行
の
緊
密

ら
れ
る
。
す

な
差
が
あ
る

り
」
で
終
止
す
る

・
に
け
り
・
て
け

か
な
よ
う
に
、
漢

っ
か
け
を
説
明
す

る
結
尾
部
に
の
み

比
較
的
低
く

文
の
「
ぬ
」

的
な
用
法
で

会
話
文
を
含

真
的
な
描
写

「
つ
」
の
表
現」

と
と
も
に

の
「
ぬ
」「
つ
」
に

て
事
件
を
進
め
る
機
能
を
持
つ
が
、「

よ
り
は
「
動
詞
終
止
形
」「
つ
」
の
方

く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今

か
ら
ア
ス
ペ
ク
ト
助
動
詞
で
あ
る
「
ぬ

点
を
、
古
典
語
に
独
自
の
特
徴
と
し
て

部
に
な
る
と
展
開
部
で
も
「
け
り
」
を

な
わ
ち
、
今
昔
物
語
集
の
「
け
り
」「

と
思
わ
れ
る
。

三

、

に
近
い
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

を
含
む
文
は
事
件
の
き
っ
か
け
を
表
す

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
忽
ニ
」
を
含

ん
だ
第
一
三
文
（
動
詞
終
止
形
）・
第

の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
分
か
る

と
「
ぬ
」
の
表
現
と
で
は
、
時
間
展

お
い
て
も
、
い
ず
れ
も
時

け
り
」
よ
り
は
「
ぬ
」、
そ

が
時
間
関
係
の
緊
密
さ
が

昔
物
語
集
で
は
現
場
に
接

」「
つ
」
に
よ
っ
て
話
の

指
摘
で
き
る
。

用
い
て
話
を
進
め
る
巻
も

つ
」「
ぬ
」
に
は
次
の
よ
う

二
〇

る
。
第
二
話
で
は
、
第
三

、
い
わ
ゆ
る
場
面
起
こ
し

む
第
八
文
（

ツ
）
や
、

一
四
文
（

ト
）
は
、
迫

よ
う
に
、
動
詞
終
止
形
や

開
の
緊
密
度
に
差
が
認
め

（

）
「
動
詞
＋
け
り
」

（

）「
動
詞
＋
ぬ
」

（

）
動
詞
終
止
形
・「
動
詞
＋
つ
」

視
点

展
開
緊
密
度

遠
い

低
い

近
い

や
や
低
い

近
い

高
い



今
昔
物
語

（
変
化
）
失
す
（

に

成
る
（

に

止
む
（

に

「
移
動
」
や
「
変
化
」

わ
る
こ
と
が
多
い
。

次
に
挙
げ
た
動
詞
は

の
巻
一
六
で
の
例
数

化
」
の
意
味
に
偏
っ

（
移
動
）
行
く
（

に

落
つ
（

に

来
る
（

に

参
る
（

に

わ
れ
る
傾
向
が
強
い

使
用
が
人
物
の
解
説

れ
に
代
わ
っ
て

と
に
な
っ
て
い
る
と

例
に
挙
げ
た
第
二

ら
れ
て
い
る
。
こ
の

る
場
合
は
「
に
け
り

多
く
あ
る
が
、
本
朝

集
の
視
点
と
文
末
形
式

３
例
、

に
３
例
）

６
例
、

に
８
例
）

１
例
、

に
１
例
）

の
意
味
の
動
詞
は
、
場
面
を
大
き
く

「
移
動
」
や
「
変
化
」
の
動
詞
を
使
う

の
「
に
け
り
」
と

の
「
ぬ
」
と

で
あ
る
が
、
動
詞
の
意
味
は
次
の
よ

て
現
れ
る
。

２
例
、

に
８
例
）

出
づ
（

に
１
例

１
例
、

に
１
例
）

返
る
（

に
２
例

２
例
、

に
３
例
）

通
ず
（

に
１
例

１
例
、

に
１
例
）

。
し
か
し
、
巻
一
六
の
説
話
で
は
、
全

を
す
る
冒
頭
部
や
事
件
の
結
末
部
に
限

の
「
ぬ
」
が
事
件
展
開
部
の
主
筋
を
示

思
わ
れ
る
。

話
の
場
合
で
は
、「
ぬ
」
が
「
将
行
ヌ

「
行
く
」
の
よ
う
に
移
動
に
関
わ
る
動

」
の
形
を
取
っ
て
大
き
な
場
面
の
転
換

仏
法
部
に
お
い
て
は
「
け
り
」
は
冒
頭

進
め
る
表
現
に
関

の
に
、
展
開
部
で

今
昔
、

ニ
、
越
智

の
よ
う
な
人

此
ノ
國

此
ノ
所

両
方
が
つ
く
も
の

う
に
「
移
動
」「
変

、

に
５
例
）

、

に
５
例
）

、

に
１
例
）

未
詳
の
話
で

体
に
現
れ
や

（
３
）、（

主
た
る

詞
＋
ず

は
、

係
を
詳
細
に

般
に
「
け
り
」
の

ら
れ
る
た
め
、
そ

す
役
割
を
担
う
こ

」
の
よ
う
に
用
い

詞
は
、

で
用
い

を
表
す
例
が
多
い
。

れ
目
（
い
わ

伴
っ
た
「
に

の
機
能
に
つ

九
九
）
な
ど

こ
れ
ら
の
傾

表
現
す
る
文

の
使
用
は
、

部
と
結
尾
部
に
使

事
件
の
展
開

三

天
皇
ノ
御
代
ニ
、
伊
豫
ノ
国
、

ノ
直
ト
云
フ
者
有
ケ
リ

物
紹
介
の
例
が
あ
り
、
展
開
部
で
は
、

ノ
人
、
八
人
、
同
ク
有
リ
（
第
四
文
）

ハ
、
余
方
ハ
皆
可
逃
キ
様
无
ク
、
人
皆

は
七
九
例
と
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

す
い
と
言
え
よ
う
。

現
場
接
近
視
点
（
説
明
的
表
現
）

文
末
形
式
）「
動
詞
＋
た
り
・
た
り
け

」「
名
詞
＋
あ
り
」「
名
詞
＋
な
り
・
な

事
件
の
時
間
的
な
展
開
を
止
め
て
、
そ

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
話
の
冒

ゆ
る
「
場
面
閉
じ
」）
で
は
語
り
手
の

け
り
」
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
鈴
木
泰
（
一
九
九

が
場
面
起
こ
し
、
場
面
閉
じ
な
ど
の
機

向
を
踏
ま
え
る
と
、「
ぬ
」
は
展
開
部

に
用
い
る
と
総
括
で
き
る
の
で
は
な
か

漢
文
を
出
典
と
す
る
話
で
は
四
八
例
で

を
進
め
る
時
に
は
通
常
「
ぬ
」
を
用
い

二
一

越
智
ノ
郡
ノ
大
領
ガ
先
祖

有
ル
方
也
、
只
後
ロ
ノ
方
、

、「
ぬ
」
は
和
文
的
な
文

り
」「
動
詞
＋
な
り
」「
動

り
け
り
」「
名
詞
＋
な
し
」

の
時
の
状
態
や
事
柄
の
関

頭
部
の
第
一
文
に
は
、

立
場
が
現
れ
、「
け
り
」
を

。「
ぬ
」
の
文
章
展
開
上

九
）
や
西
田
隆
政
（
一
九

能
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

で
場
面
や
状
況
の
変
化
を

ろ
う
か
。
な
お
、「
ぬ
」

あ
る
の
に
対
し
て
、
出
典

る
が
、
場
面
の
大
き
な
切



て
存
在
し
て
い
る
も

現
代
小
説
の

の

「
状
態
」（
継
続

い
」）

「
説
明
」（
肯
定

「
存
在
」（「
名
詞

「
非
存
在
」（「
名

而
ル
間
、
自
然

筑
紫
ニ
吹
キ
着
タ

の
よ
う
に
、「
而
ル
間

場
合
も
あ
る
。
こ
れ

点
で
、
冒
頭
部
の
「

な
お
、
右
の
よ
う

と
に
共
通
し
て
見
ら

今
昔
物
語

深
キ
海
ニ
シ
テ
、

此
ニ
乗
テ
、
此

テ
、
泣
々
ク
念
ジ

国
ノ
人
、
後
ロ

の
よ
う
に
指
示
語
「

説
明
す
る
文
に
用
い

の
で
あ
る
。
拙
稿
（
二
〇
〇
三
・
二
〇

表
現
内
容
お
よ
び
文
末
形
式
と
し
て
、

状
態
の
「
て
い
る
」「
て
あ
る
」、
否

判
断
の
「
で
あ
る
」、
背
景
説
明
の
「

＋
い
る
・
あ
る
」）

詞
＋
な
い
」）

ラ
、
西
ノ
風
出
来
テ
、
船
ヲ
、
箭
ヲ
射

リ
。（
第
十
一
文
）

」
で
時
間
の
経
過
を
示
し
、
新
た
な

は
物
語
の
背
景
と
な
る
新
た
な
情
報
を

あ
り
け
り
」
の
用
例
に
通
じ
る
用
法
で

な
文
末
形
式
は
出
典
未
詳
の
話
と
漢
文

れ
る
も
の
で
あ
り
、
巻
一
六
に
お
い
て

集
の
視
点
と
文
末
形
式

邉
リ
ニ
多
ノ
木
有
リ
。（
第
七
文
）

ノ
観
音
ノ
像
ヲ
船
ノ
内
ニ
安
置
シ
奉
テ

奉
ル
事
无
限
シ
。（
第
九
文
）

ヲ
疑
フ
事
无
ク
シ
テ
此
レ
ヲ
不
知
ズ
。

此
」
に
よ
っ
て
前
文
の
内
容
を
承
け
、

て
い
る
。
ま
た
、

〇
四
）
に
お
い
て
、

定
的
状
態
の
「
な

の
で
あ
る
」

（
見
ル
・

「
名
詞
＋

は
、

同
様
に
多
様

表
現
で
あ
る

に
「
見
る
」

と
、「
見
ル
ニ

ガ
如
ク
直
シ
ク
、

事
態
を
提
示
す
る

提
示
す
る
と
い
う

あ
る
。

を
出
典
と
す
る
話

主
要
な
形
式
と
し

要
素
を
指
摘

な
お
、
こ

独
自
の
バ
リ

な
り
け
り
」

と
し
」「
名
詞

（
４
）、（

主
た
る

、
各
、
願
ヲ
発
シ

（
第
十
文
）

補
足
的
な
情
報
を

を
挙
げ
た
。

「
状
態
」

「
説
明
」

「
存
在
」

「
非
存
在

な
ど
の
文
末

見
ユ
等
）」「
動
詞
＋
た
り
・
り
」「
名

な
り
」「
名
詞
＋
な
し
・
な
か
り
け
り

登
場
人
物
の
「
視
覚
・
聴
覚
」
に
関
わ

な
文
末
形
式
が
見
ら
れ
る
。
出
典
の
有

右
の
形
式
が
主
要
な
も
の
と
し
て
挙
げ

「
聞
く
」
を
用
い
て
「
不
見
ズ
」「
見
ル

也
ケ
リ
」「
見
ル
ニ

有
リ
ケ
リ
」

で
き
る
。

れ
に
加
え
、
出
典
未
詳
の
話
で
は
こ
れ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
、「
け
る
な
り
」

「
に
て
あ
り
け
る
な
り
け
り
」「
形
容
詞

＋
な
り
け
り
」
な
ど
の
表
現
が
見
ら

人
物
共
感
視
点
（
視
覚
・
聴
覚
）

文
末
形
式
）「
動
詞
（
見
ル
・
見
ユ
等 三

こ
れ
に
対
比
し
て
示
す
と
、
今
昔
物
語

（
継
続
状
態
の
「
た
り
」「
り
」、
否
定

（
肯
定
判
断
の
「
な
り
」、
背
景
説
明

（「
名
詞
＋
あ
り
」）

」（「
名
詞
＋
な
し
」）

形
式
が
存
在
し
、
基
本
的
な
内
容
と
し

詞
＋
あ
り
・
あ
り
け
り
」

」る
表
現
で
、
現
代
小
説
と

無
に
関
わ
ら
ず
見
ら
れ
る

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
述
語

」
の
よ
う
に
用
い
る
場
合

「
見
ル
ニ

タ
リ
」
の
よ

ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

「
け
る
な
り
け
り
」「
た
る

」「
形
容
詞
＋
け
り
」「
ご

れ
た
。

）
＋
ず
」「
動
詞
終
止
形

二
二

集
に
も
、

的
状
態
の
「
ず
」）

の
「
な
り
け
り
」

て
現
代
小
説
と
共
通
す
る



今
昔
物
語

キ
契
ヲ
思
フ
」（
八
話

る
動
詞
・
形
容
詞
に

フ
ニ
、
為
ム
方
无
シ

の
も
の
を
表
す
場
合

（
た
だ
し
、
二
例
目
は

り
」「
動
詞
＋
め
り
」

＋
あ
り
け
り
」「
名
詞

式
に
多
様
性
が
見
ら

（
５
）、

人
物
共

（
主
た
る
文
末
形

「
名
詞
＋
な
し
」

は
、
登
場
人

の
よ
う
な
動
詞
が
省

と
し
て
「
見
ル
」
等

話
の
例
で
は
第
六
文

の
「
後
ロ
ノ
方
、
深

り
手
の
視
点
に
よ
る

視
点
か
ら
見
た
内
容

こ
の
他
、
出
典
未

う
に
見
た
内
容
を
述

集
の
視
点
と
文
末
形
式

）「
妬
ク
悲
シ
」（
二
〇
話
）
の
よ
う

よ
る
場
合
と
、「
起
キ
ム
心
地
モ
不
為

」（
二
〇
話
）
の
よ
う
に
感
覚
・
感
情

が
あ
る
。
中
で
も
、
第
二
話
に
二
例
が

、
文
中
の
た
め
表
の
数
値
に
は
含
め

「
形
容
詞
」「
形
容
動
詞
」「
名
詞
＋

＋
な
か
り
け
り
」
な
ど
、
見
た
内
容

れ
た
。

感
視
点
（
感
覚
・
思
考
）

式
）「
動
詞
＋
け
り
」「
動
詞
＋
ず
」

「
形
容
詞
」「
事
无
限
し
」

物
の
「
感
覚
・
感
情
・
思
考
」
に
関

略
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で

を
述
語
と
す
る
も
の
と
連
続
し
て
い
る

に
「
見
付
奉
タ
リ
」
の
例
が
あ
る
。
こ

キ
海
ニ
シ
テ
、
辺
リ
ニ
多
ノ
木
有
リ

の
表
現
と
し
て
お
い
た
が
、
第
六

を
叙
述
し
た
文
（

）
と
も
解
さ
れ

詳
の
話
に
特
有
の
文
末
形
式
と
し
て

語
と
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
の
場

に
感
情
を
表
現
す

ズ
。」（
八
話
）「
思

・
思
考
の
内
容
そ

見
ら
れ
る
次
の
例

て
い
な
い
）、

代
小
説
の
ス

（
７
）、

語

（
主
た
る

「
動
詞
＋

主
と
し
て

な
り
け
り
」「
名
詞

を
述
語
と
す
る
形

「
動
詞
終
止
形
」

わ
る
表
現
で
、「
永

今
昔
物
語

例
に
は
存
在

形
式
を
採
る

多
い
（
こ
れ

「
ト
。」
で
終

か
に
し
な
が

れ
に
よ
っ
て

あ
り
、
表
現
内
容

と
言
え
る
。
第
二

れ
に
続
く
第
七
文

。」
は
い
ち
お
う
語

文
を
う
け
て
人
物

る
の
で
あ
る
。

、「
動
詞
＋
な
り
け

（
第
五
文

妻
子
此

の
例
の
よ
う

く
例
が
漢
文

こ
の
他
、

典
が
あ
る
話

（
６
）、

人

合
は
「
ト
見
ユ
」

一
ノ
洲

三

タ
イ
ル
に
近
い
効
果
を
実
現
し
て
い
る

り
手
の
視
点

文
末
形
式
）「
動
詞
＋
け
り
」「
動
詞

ず
」「
名
詞
＋
な
り
」

話
末
評
語
に
見
ら
れ
る
語
り
手
の
視
点

集
で
は
、
会
話
文
の
み
か
ら
成
る
文
は

し
な
い
が
、
今
昔
物
語
集
で
は
、「
主

例
が
多
く
、
会
話
内
容
を
承
け
る
「
云

は

に
分
類
し
た
が
、

の
三

止
す
る
例
で
あ
る
）。
こ
れ
に
よ
っ
て

ら
、
あ
た
う
限
り
自
然
な
会
話
の
連
続

、
完
全
同
化
視
点
に
よ
る
投
げ
出
し
型

）レ
ヲ
見
テ
喜
ビ
合
ヘ
ル
事
无
限
シ
、

に
、
感
情
を
表
す
「
形
容
詞
」「
動
詞

の
出
典
の
あ
る
話
を
中
心
に
三
六
例
も

出
典
未
詳
の
話
に
は
「
つ
」「
め
り
」

に
は
「
た
り
」「
ぬ
」
な
ど
が
見
ら
れ

物
完
全
同
化
視
点

ニ
籠
メ
置
タ
レ
バ
、
同
ジ
所
ニ
八
人
有

二
三

と
言
え
よ
う
。

＋
け
む
」「
動
詞
＋
べ
し
」

に
よ
る
解
説
部
分
で
あ
り
、

存
在
し
な
い
。
第
二
話
の

語
＋
云
ク
『

』
ト
。」
の

ふ
」
が
省
略
さ
れ
る
例
が

九
三
例
中
、
一
一
三
例
が

会
話
内
容
の
範
囲
を
明
ら

を
作
り
だ
し
て
い
る
。
こ

の
会
話
文
が
連
続
す
る
現

（
第
十
二
文
）

」
に
「
事
无
限
し
」
が
続

見
ら
れ
る
。

「
に
け
る
な
り
け
り
」、
出

た
。 テ

、
泣
キ
悲
ム
事
无
限
シ
。



基
本
的
な
文
末
形
式

の
面
で
は
、

の

む
ね
現
代
小
説
の

た
だ
し
、「
け
り
」

比
べ
て
よ
り
複
雑
な

の
問
題
点
も
見
出
さ

小
説
の
表
現
と
の
比

「
た
り
」「
と
ぞ
」「
に

な
ど
助
詞
・
助
動
詞

四

以
上
、
巻
一
六
を

末
形
式
の
実
態
を
検

に
共
通
す
る
文
末
形

今
昔
物
語

「
け
む
」「
べ
し
」
な

こ
れ
ら
の
形
式
を

有
の
も
の
は
「
動
詞

＋
な
り
」「
形
容
詞
命

助
詞
助
動
詞
に
よ
る

見
ら
れ
る
形
式
と
し

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
視
点

よ
う
な
多
様
な
文
末
形
式
の
見
ら
れ
る

の
表
現
内
容
に
対
応
す
る
こ
と
が
明

と
「
つ
」「
ぬ
」
の
使
い
分
け
の
実
態

様
相
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
点

れ
た
。
さ
ら
に
、
全
巻
に
渡
っ
た
傾
向

較
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。

や
あ
ら
む
」「
む
」「
む
や
」「
む
や
は

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
多
様
な
表
現
が

ま
と
め

例
と
し
て
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
視

討
し
た
。
巻
一
六
で
は
出
典
の
あ
る
も

式
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
今
昔

集
の
視
点
と
文
末
形
式

ど
推
量
の
助
動
詞
が

の
独
自
の
文
末

出
典
の
有
無
で
見
る
と
、
漢
文
の
出
典

＋
な
り
け
り
」「
動
詞
＋
じ
」「
動
詞

令
形
」「
形
容
動
詞
」「
名
詞
＋
あ
り

複
雑
な
表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
、
出
典

て
、「
け
め
」「
あ
り
け
る
」「
け
る
に

の
表
す
表
現
内
容

場
合
で
も
、
お
お

ら
か
に
な
っ
た
。

な
ど
は
現
代
語
に

に
古
典
語
に
特
有

の
調
査
や
、
現
代

藤
井
俊
博

通
し
て
｜

藤
井
俊
博

『
同
志
社

藤
井
俊
博

巻
第
１
号

」「
動
詞
＋
な
り
」

見
ら
れ
た
。

点
の
在
り
方
と
文

の
と
な
い
も
の
と

物
語
集
に
お
け
る

「
け
り
」

る
動
詞
で

参
考
文
献

鈴
木
泰
（
一

氏
物
語
の

西
田
隆
政

起
こ
し
と

藤
井
俊
博

形
式
で
あ
る
。

の
あ
る
説
話
に
特

終
止
形
」「
形
容
詞

」
な
ど
で
あ
り
、

未
詳
の
話
の
み
に

や
」「
ご
と
し
」

注

出
典
の

一
二
・
一

六
・
三
八

一
八
・
一

二
・
三
三

拙
稿

移
動
・
働（

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）「
物
語
文
の
表
現

（
上
・
下
）」『
同
志
社
国
文
学
』

号
・

（
二
〇
〇
四
）「
物
語
文
の
指
示
語
と
視
点
｜

国
文
学
』

号

（
二
〇
〇
五
）「
物
語
テ
キ
ス
ト
の
視
点
と
文

に
付
く
動
詞
で
約

％
、「
ぬ
」
の
付
く
動
詞

占
め
ら
れ
て
い
る
。

九
九
九
）『
改
訂
版

古
代
日
本
語
動
詞
の

分
析
｜
』
ひ
つ
じ
書
房

（
一
九
九
九
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
助
動
詞

場
面
閉
じ
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
文
学
史
研
究

（
二
〇
〇
三
）『
今
昔
物
語
集
の
表
現
形
成
』 三

あ
る
話
は
、
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・

三
・
一
四
・
一
六
・
一
七
・
二
三
・
二
五
・

の
総
計
二
一
話
、
出
典
未
詳
の
話
は
、
七
・

九
・
二
〇
・
二
一
・
二
二
・
二
四
・
二
八
・

・
三
四
・
三
七
・
三
九
の
総
計
一
八
話
で
あ

（
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）
に
お
い
て
、
芥
川

き
か
け
に
関
わ
る
動
詞
が
多
い
こ
と
を
指
摘

と
文
末
形
式

芥
川
作
品
を

号今
昔
物
語
集
を
通
し
て
｜
」

末
表
現
」『
日
本
語
学
』
第

で
約

％

が
移
動
に
関
わ

テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト
｜
源

『
ぬ
』
の
文
末
用
法
｜
場
面

』

）

和
泉
書
院

二
四八

・
一
〇
・
一
一
・

二
六
・
二
七
・
三
五

・
三

九
・
一
五
・

二
九
・
三
〇
・
三
一

・
三

る
。

の
小
説
で

に
は
発
言

・

し
た
。
今
昔
物
語

集
で
は
、


